




































（２）　環境省（2017）『平成 29 年版 環境・循環型社会・生物多様性白書』288-292 頁。本文では，水俣病・イタイイ
タイ病・慢性ひ素中毒症については被認定者の総数に言及しているが，大気汚染系疾病に関してはそれもない。






運動」は，とくに敗戦後 1960 ～ 70 年代に全国各地の市民・住民を担い手として取り組まれた「住
民運動」の流れの一部を形成するものを指す。「住民運動」の主題は，公害・開発・環境をめぐる
ものだけでなく，自然・文化財保護，食品・医薬品・医療被害，身心障害者，教育・地域福祉，基







































































1952 下河辺淳「工場公害について」 『建築技術』9 号 1952.1
1962
宮本憲一「しのびよる公害―その政治経済学」 『世界』204 号 1962.12


























公害問題の理論と実態 『法律時報』39（7）1967.7［1968,69, 71 にも特集］
日本科学者会議第 2 回大会報告：「公害」問題の研究 『日本の科学者』2（2）1967.8
「公害基本法」と公害問題 『月刊社会党』125 号 1967.9
1968
生活妨害（390）／公害問題（408） 『ジュリスト』1968.2. 1／1968.10. 15
汚染された日本の安全 10（22）／日本をおおう「安保公害」
10（28）／「私にとっての市民運動」（公募懸賞論文）優秀作・
準優秀作 10（29 ～ 31）／水俣病の怨念をふまえて 10（43）
『朝日ジャーナル』1968.6. 2 ～ 10.20
地域開発と住民生活 『地域開発』46 号 1968.7
公害特集・公害対策全国連絡会議報告書 『月刊総評』134 号 1968.7
高橋雄造「日本資本主義における公害と住民運動」 『現代の理論』5（11）1968.11
公害問題を考える 『公明』74 号 1968.12
国民生活の破壊と社会福祉 『月刊福祉』51（12）1968.12
1969
公害の実態と闘いの現状 『社会主義』205 号 1969.1
公害との闘い 『月刊総評』139 号 1969.1
公害問題特集 『月刊自治研』11（2）1969.2
公害は人間を腐蝕する 『朝日ジャーナル』11（11）1969.3. 2






























公害問題特集 『公明』96 号 1970.10
経済成長と都市環境 『都市問題研究』22（10）1970.10
都市・自治体変革の論理 『現代の理論』7（10）1970.10
公害防止条例と法律 『ジュリスト』466 号 1970.11. 15
公害と子どもの教育 『文化評論』111 号 1970.12
日本の原子力発電所問題 『日本の科学者』5（12）1970.12
1971






公害法の新展開と今後の課題（94）／公害 14 法と産業界（95）『都市開発』94 号 1971.2／3
職業と人生 『別冊経済評論』4 号 1971.2
公害問題と農業 『農業と経済』37（3）1971.3
市民運動の展開 『市民』1 号 1971.3
公害報道 『新聞学評論』20 号 1971.5
ドキュメント〈公害〉 『新日本文学』26（7）1971.7
環境戦略への提言 『中央公論経営問題』10（3）1971.9
住民運動を考える 『文化評論』122 号 1971.10
公害闘争と労働組合 『月刊労働問題』154 号 1971.11
1972
原子力発電と勤労国民 『月刊社会党』180 号 1972.2
憲法と住民運動 『法律時報』44（4）1972.4
関西の環境問題 『日本の科学者』7（4）1972.4
公害反対闘争 『労働・農民運動』73 号 1972.4
公害と教育 『社会教育研究』12 号 1972.5
環境破壊と報道の役割 『新聞研究』251 号 1972.6
豊かな人間環境の創造 『都市開発』111 号 1972.7
動揺するカンパニータウン 『月刊労働問題』173 号 1972.8




1973 列島改造と地域構想 『都市開発』117 号 1973.1
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1973














公害・環境論の基本問題 『季刊科学と思想』8 号 1973.4
公害責任をめぐる問題点（532）／労働者の公害闘争（534）『ジュリスト』1973.5／1973.6
土地・人間・生活―開発と生活の争点 『ジュリスト』臨時増刊 1973.5. 25
科学・技術革命と現代 『現代と思想』12 号 1973.6
現代技術と公害 『技術と人間』6 号 1973.7
民間産業での新しい「合理化」との闘争 『労働・農民運動』89 号 1973.7
福祉・公害問題を考える 『労働調査時報』632 号 1973.10
人口・資源・環境とマルクス主義 『現代の理論』10（10）1973.10
自然科学の学習と創造 『月刊社会教育』17（11）1973.11
生活環境と労使の責任 『季刊労働法』90 号 1973.12
　 註：国立国会図書館（http://www.ndl.go.jp/）蔵書検索システムの「雑誌記事検索」にて，論題名「公害」，出版年



































（仮称）の設立計画を示し，1966 年に「日本労働者安全センター」を立ち上げた（～ 1989 年）。同











決め，1969 年初頭より，「公害総点検運動」を 22 の都道府県で行い，その報告として『住民の公
害白書―いのちとくらしをおかすものへの告発』（日本社会党公害追放運動本部編，1970 年）を




















































（１８）　仲井富（1976 ＝ 2005）「実践者との出会いの中で」中村紀一編『住民運動 “私” 論』創土社，210 頁。
（１９）　「証言：戦後社会党・総評史　戦後革新と基地・公害・住民運動―仲井富氏に聞く」『大原社会問題研究所

















ら，今回，環境保全協会編『公害年鑑 1971 年版』『同 1972 年版』に掲載されている「全国の市民
運動団体名簿」を利用し，次頁表 2 を作成した。この名簿には，団体名に加え，住所，団体概要の
記述があり，労働運動組織との接点がわかる貴重な資料となっている。註に記載した手順で検討し




















引き継いだ全国労働災害職業病研究会が開催した「労働安全衛生学校」の第 1 ～ 9 期校長なども務めた（一般社団


















































































































































































































































































































































飯島孝は，民間化学プラント設計に携わる技術者であった。飯島は，孝を通じて，1965 ～ 1970 年
の時期，理工系の技術開発や研究にかかわる有志が集まって作ったグループ「現代技術史研究会」
に出入りしている。そこには，工場の中から労働災害や公害を考えようとした人びとが多くいた。











































ジーへ」中山茂編『コメンタール戦後 50 年 7　科学技術とエコロジー』社会評論社：5-48 頁，『技術と人間』1976
年 4-12 月号における連載「戦後の科学技術者運動」を参照した。
（３４）　岡山県生まれ，労働運動家。大阪大学工学部を卒業後，大日本特殊肥料入社。宇部窒素に技師として移った





































































雑誌』695・696（2016 年 9・10 月）：69-82 頁，71，74 頁。




































（４６）　「三池炭鉱史家　武松輝男さん」『朝日新聞』2010 年 8 月 28 日（夕刊），武松輝男（2010）『葬火不熄烟―三
井三池炭鉱強制連行 50 年目の過去』日中友好協会福岡県連合会。
（４７）　竹本辰男（1970）「発生源からの造反―企業のカベを貫く人間の視点」『朝日ジャーナル』12（26）：89-93
頁。
（４８）　道場親信（2002）「一九六〇年代における「地域」の発見と「公共性」の再定義―未決のアポリアをめぐっ
て」『現代思想』30（6）：97-130 頁。
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というように，一つの運動が次の展開を生み，やがて他の運動体につながってゆく。まったく
の無知から出発して，思いもかけぬ人びとに出会い，ついぞ考えてみたこともない結び目の中
に，新しい世界が出来上がっていってしまう。住民運動がもつこの不思議な創造性。名もなき
人びとから人びとへ仲間を求め，師をさぐって，いつしか必要な体制を創りあげてゆく。
（……）その運動は，単なる団体行動とは違っていた。生命が満ち満ちていた。その原因はな
んだろう。個が生き生きと活かされていたことではないか。
　　 　住民運動では，初めに抵抗しようとする個人があって，それぞれの条件の中で独自な仲間づ
くりを展開しながら闘い進む。この私製の集団というか，いわゆる名もなき住民たちの発意が
編み出した闘いの形は，すでに出来上がって久しい政党や組合という体制が，まさに体制化
し，制度化したが故に忘れ去った初心の部分を運動の生命とし，それを活かすための形を，そ
れぞれユニークに創造的に展開している運動といってよいであろう。（４９）
　これは，静岡県富士川町に住む女性が，火力発電所建設阻止の運動から，「富士川町いのちと生
活を守る会」の発足に立ち会い，田子の浦の汚染問題，日軽金蒲原工場のアルミ公害などへと取り
組みを広げた経験を振り返った文章である。公害反対の住民運動は，既存の労働運動が持つ特徴を
一つの鏡にして，自分たちの運動の特徴を常に自問自答してきた。芦川の言う，「個が生き生きと
活かされて」いる光景，それまで話したことのなかった者同士が集まり，互いを知りながら，はじ
めて社会に声をぶつけていく，その躍動が伝わってくる。そして，これは静岡の芦川だけでなく，
たとえば新潟の近喜代一からも聞かれた実感だった。近は，仲井富に，運動を振り返り「苦労もし
たが，この数年間は人生を本当に生きた気がする。自分のいいたいことを自分の言葉でしゃべり，
恨みや怒りを県知事にも大臣にも企業にも直接ぶっつけることができた。苦労もあるがたのしかっ
た」としみじみ言ったという。
　「自分の言葉」を見つけていった住民運動に対し，労働運動の言葉をめぐっては，3 節で見たよ
うに，マルクス主義の唯物史観に基づく術語と「公害」の現実の間のずれがあり，そのことが，現
在から当時を再検討する際の困難になっている。公害反対運動や，公害研究の立場は，そうした
「生産関係から出発して，そこで階級構成をみて，そのなかからすべての社会現象を切っていくと
いう思考様式」（５０）を，現実の側から少しずつ問い直しながら進んできた。しかしその蓄積には，現
在の「環境」という枠組みの中に置かれると見えにくくなる視野があり，そのもっとも大きな部分
が，「労働」であったと言えるのではないか。盛んに議論された「公害」と「労働」の関係性を，
理念，地域個々人の言葉の横断的検討から問い直す作業が必要である。
 （ともざわ・ゆうき　長崎大学環境科学部准教授）　
（４９）　芦川照江（2000）『そのとき住民は―富士川町の住民運動私記』みどり美術印刷株式会社出版部。
（５０）　宮本憲一（2001）『思い出の人々と』藤原書店，158-174 頁。
